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各
大
学
の
建
学
の
精
神
に
則
っ
た
入
試
の
あ
り
方
を
否
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
公
平
性
」「
医
療
人
確
保
」

の
2
つ
の
尺
度
を
上
回
る
概
念
と
は
な
り
え
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
の
医
学
部
入
試
に
お
い
て
は
、
今
回
の
規
範

が
揺
る
ぎ
な
い
決
定
版
と
な
り
ま
す
。

│
│
理
想
的
な
姿
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
公
平
性
と
医
師
確

保
の
両
立
は
現
実
的
に
は
難
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

山
下　
難
し
い
こ
と
は
確
か
で
す
。
例
え
ば
性
差
に
お
け
る

公
平
性
と
い
う
観
点
で
は
、
女
性
医
師
が
多
く
な
っ
て
も

キ
ャ
リ
ア
を
し
っ
か
り
積
ん
で
い
け
る
よ
う
な
制
度
設
計
が

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
卒
業
後
い
か
に
女
性
医
師
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
え
る
か
、
保
育
所
を
た
く
さ
ん
作
れ
ば
す
む

と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
部
や
医
療
界
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な

の
で
す
。

│
│
社
会
環
境
の
整
備
も
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
下　
た
だ
し
規
範
で
は
留
保
条
件
を
一
切
付
け
る
こ
と
な

く
、
性
差
で
一
律
的
な
差
異
を
設
け
る
こ
と
や
点
数
操
作
は

不
適
切
、
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
医
学
部
入
試
に
お
い
て
は

環
境
の
整
備
を
待
つ
こ
と
な
く
、
公
平
性
を
厳
守
す
べ
き
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

│
│
全
国
の
医
学
部
を
ま
と
め
る
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
今
後
の

医
学
部
入
試
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

山
下　
一
連
の
問
題
を
受
け
、
嘉
山
孝
正
先
生
（
山
形
大
医

学
部
参
与
）
を
委
員
長
と
す
る
小
委
員
会
を
設
置
し
、「
大

学
医
学
部
入
学
試
験
制
度
に
関
す
る
規
範
」（
次
頁
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
規
範
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
学
部
入
試
が
辿
っ
た

変
遷
を
詳
細
に
考
察
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
医
学
部
入
試

は
「
公
平
性
」
と
「
医
療
人
確
保
」
の
2
つ
の
尺
度
に
沿
っ
て

行
わ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
方
針
を
明
確
に
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
枠
で
も
一
般
枠
と
同
じ
入
試
レ
ベ
ル
を

│
│
臨
時
的
に
定
員
増
加
を
認
め
る
〝
地
域
枠
〞
が
、

２
０
２
０
年
度
入
試
か
ら
別
枠
方
式
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、

地
域
枠
の
入
試
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

山
下　
こ
れ
も
規
範
に
明
示
し
て
い
ま
す
。
地
域
枠
で
あ
っ

て
も
、
卒
業
時
に
は
一
般
枠
の
学
生
と
遜
色
な
い
よ
う
に
医

師
と
し
て
の
質
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

入
試
の
科
目
を
減
ら
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
同
じ
レ
ベ
ル

で
行
い
、
性
差
に
つ
い
て
も
一
般
枠
と
同
様
の
規
範
を
当
て

は
め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
浪
人
年
数
に
つ
い
て

は
、
社
会
に
説
明
可
能
な
範
囲
で
、
入
試
要
項
に
明
確
に
記

載
す
れ
ば
実
施
可
能
と
考
え
ま
す
。

│
│
地
域
枠
が
創
設
さ
れ
た
２
０
０
８
年
以
降
に
入
学
し
た

医
師
が
医
療
現
場
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

山
下　
女
性
医
師
に
お
け
る
課
題
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
で

キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
制
度
設
計
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
医
師

で
あ
れ
ば
地
域
に
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
専
門
を
学
び
た
い
は

ず
。
専
門
医
を
取
れ
る
環
境
を
保
証
し
な
が
ら
、
地
域
医
療

に
従
事
し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
医
師
の
自
主
性
に
依
拠
し
て
い
る
だ
け
で
は
医
師

〝
公
共
財
と
し
て
の
医
療
〞を
支
え
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い

◉
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山下 英俊（やました ひでとし）：1981年東大卒。東
大医学部講師、ウプサラ大留学などを経て99年
山形大教授、2010年から山形大医学部長。

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議　
山
下
英
俊
会
長
（
山
形
大
医
学
部
長
）

一
連
の
医
学
部
不
正
入
試
問
題
を
大
学
側
は
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
全
国
80
の
大
学
医
学
部
・
医
科
大
学
の
医
学

部
長
・
病
院
長
ク
ラ
ス
が
参
加
す
る
全
国
医
学
部
長
病
院
長

会
議（
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）の
山
下
英
俊
会
長
に
、
医
学
部
入
試
の
あ

る
べ
き
姿
と
医
学
部
教
育
の
今
後
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
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不
足
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
に
は
、
や
は
り
〝
医

局
医
療
〞
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

医
師
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
を
見
通
し
た
上
で
、「
あ

の
地
域
の
病
院
に
3
年
間
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
派
遣
す

る
。
戻
っ
て
き
た
ら
国
内
・
海
外
留
学
な
ど
希
望
を
叶
え
て

あ
げ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
な
い
と
回
っ
て
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
誰
か
が
100
％
背
負
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
少
し

ず
つ
負
担
を
分
け
合
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

│
│
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
蔵
王
協
議
会
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

山
下　
「
山
形
大
学
蔵
王
協
議
会
」
は
嘉
山
先
生
が
医
学
部

長
時
代
の
２
０
０
５
年
に
山
形
大
が
中
心

と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
き
、
医
師
を
教
育
し
な
が
ら

適
正
に
配
置
し
、
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い

く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

地
域
か
ら
の
医
師
派
遣
要
請
は
、
各
医
局

で
は
な
く
大
学
が
一
括
し
て
受
け
た
後
、

第
三
者
も
加
え
た
協
議
会
で
地
域
の
患
者

数
や
県
内
全
体
の
医
師
配
置
な
ど
を
考

え
、
対
応
す
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

●「
救
急
当
直
が
任
せ
ら
れ
る
医
師
」
を
育
て
る

│
│
医
学
部
教
育
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
。

山
下　
重
要
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
医
師
を
育
て
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
は
２
０
１
８

年
5
月
、
卒
前
卒
後
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
学
教
育
の
実
現
が

必
要
と
し
て
、
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
比
重
を
高
め
る
た

め
学
生
が
行
う
医
行
為
を
法
的
に
担
保
し
た
り
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
、
日
本
医
師
会
と
合
同
で
提
言
し
ま
し
た
。

提
言
で
は
、
医
学
部
卒
前
教
育
に
お
け
る
学
生
の
到
達
目

標
を
「
患
者
の
全
身
を
診
る
こ
と
が
で
き
、
病
態
を
理
解
し

緊
急
対
応
を
含
め
必
要
な
措
置
が
取
れ
る
こ
と
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
医
師
の
あ
り
方
は
あ
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
医
師
で
あ
る
以
上
目
の
前
で
苦
し
ん

で
い
る
患
者
さ
ん
に
的
確
な
対
応
が
で
き
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
完
璧
な
救
命
処
置
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

救
急
の
当
直
医
を
任
せ
て
も
大
丈
夫
な
医
師
を
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
大
原
則
で
す
。

入
試
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
医
師
は
卒
業
し
て

か
ら
本
当
の
勉
強
が
始
ま
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
学
者
の
故

宇
沢
弘
文
先
生
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
国
全
体
が
医
療
を
〝
公
共
財
〞
と
し

て
捉
え
、
医
療
制
度
も
人
も
大
事
に
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
う
し

た
視
点
で
医
学
部
を
運
営
し
、
医
学
部
入

試
と
い
う
も
の
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の
医
療
に
も
注
目
を

│
│
日
本
医
事
新
報
の
読
者
に
は
受
験
生
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
世
代
の
医
師
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
最
後
に
、
医

学
部
を
目
指
す
学
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
下　
医
師
で
あ
る
親
御
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
同
じ

道
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、〝
公
共
財
と
し

て
の
医
療
〞
を
支
え
て
い
く
意
志
と
覚
悟
で
す
。
医
師
は
大

変
な
仕
事
で
す
が
、
患
者
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
、
と
い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を

持
っ
た
人
に
医
師
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
の
医
療
の
強
み
の
1
つ
は
、
医
師
が
基
礎

研
究
を
し
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
最
近
は
皆
忙
し
く
、
へ
と

へ
と
で
学
位
を
取
る
人
が
減
っ
て
お
り
、
非
常
に
残
念
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、

生
命
科
学
を
使
っ
て
人
類
の
役
に
立
つ
研
究
に
取
り
組
む
と

い
う
の
は
と
て
も
夢
の
あ
る
こ
と
で
す
。
サ
イ
エ
ン
ス
と
し

て
の
医
療
に
も
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「大学医学部入学試験制度の規範」（概要）
⑴  医学部入学試験においては、女性という属性を理由として合格基準に一律的に
差異を設ける試験制度を施行してはならない。

⑵  一般入学試験においては、入学者選抜に際して浪人年数（年齢）という属性を
理由に一律的に判定基準に差異を設ける試験制度を施行してはならない。

⑶  内部進学枠、同窓生子弟枠等の選抜にあたっては、人数や選抜法などの選抜方
法を入試要項に明記し、その内容が①「公平性」、②「医療人確保」に則り、内
部進学枠や同窓生子弟枠等を行うに当たってのアドミッションポリシーが国民
の容認が得られ、さらに、個人が金銭を含むなにがしかの利益を得ない制度を
担保し、公正に行われることが必須。

⑷  推薦入試枠、学士編入枠、帰国子女枠等を採用するには、それぞれの評価方法
をどの程度の比重で扱うのか等を具体的に示すことが求められている点を考慮
し、入学試験要項に、試験内容を明確に記載することが必要。

⑸  地域枠については、学生の確実な確保のため一般枠とは別に公募するが、その
枠内での合否判定法は一般枠と同じ制度で運営されなければならない。しか
し、その他の要件に関しては、社会に説明できる範囲内で、入学試験要項に明
確に記載すれば施行できる。
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◉私立大学医学部医学科 2018年度一般入試結果および第112回医師国家試験合格状況
※1　下段（　）内は女子の数で、倍率を除き内数
※2　東京医大等については、追加合格発表前の数値

大学名 区分

2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 受験者数 1次
合格者数

2次
倍率

新卒 既卒
正規合格
者数①

繰上合格
者数②

最終合格
者数 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

岩手医科大 一般 90 3,253
（1,103）

656
（191） 135 51 186

（52）
17.5

（21.2） 131 107 81.7% 32 19 59.4%

東北医科薬科大 一般 100 1,673
（519） 600 100 127 227

（54）
7.4

（9.6） ─ ─ ─ ─ ─ ─

自治医科大 一般 123 2,140 442 123 ─ ─ 17.4 128 127 99.2% 0 0 ─

獨協医科大 一般 58 1,602
（555）

338
（105） 96 54 150

（52）
10.7

（10.7） 122 102 83.6% 24 20 83.3%

国際医療福祉大 一般 105 2,442 581 222 ─ ─ 11.0 ─ ─ ─ ─ ─ ─

埼玉医科大

一般
（前期） 62 1,951 366 72 ─ ─ 27.1

105 92 87.6% 28 24 85.7%
一般

（後期） 43 2,128 365 46 ─ ─ 46.3

杏林大 一般 91 2,742
（1,071） ─ 145

（66） ─ ─ 18.9
（16.2） 123 121 98.4% 14 11 78.6%

慶應義塾大 一般 68 1,327 271 131 49 180
（35） 7.4 110 110 100.0% 6 2 33.3%

順天堂大

一般
（A方式） 60 2,045 576 129 ─ ─ 15.9

123 120 97.6% 5 4 80.0%
一般

（B方式） 10 298 53 10 0 10 29.8

昭和大

一般
（Ⅰ期） 78 3,308

（1,227）
550

（201） 249 23 272
（81）

12.2
（15.1）

101 101 100.0% 18 10 55.6%
一般
（Ⅱ期） 20 1,865

（826）
115
（55） 24 14 38

（13）
49.1

（63.5）

帝京大 一般 100 7,697 ─ ─ ─ 161 47.8 112 102 91.1% 27 15 55.6%

東京医科大 一般 75 2,614
（1,018）

451
（148） 75 96 171

（30）
15.3

（33.9） 104 101 97.1% 6 5 83.3%

東京慈恵会
医科大 一般 110 1,845 500 165 103 268 6.9 115 112 97.4% 7 5 71.4%

東京女子医科大 一般 75 1,333 312 109 39 148 9.0 103 96 93.2% 12 10 83.3%

東邦大 一般 115 2,944
（1,269） ─ 111

（54） ─ ─ 26.5
（23.5） 103 100 97.1% 6 5 83.3%

医学部合格への必須科目
入試データの読み解き方
私立・国公立、全82校を網羅

医学部は少子化にもかかわらず高い人気を維持し、私立大医学部の倍率は20倍、30倍に上ることも珍しくな
い。東大と並ぶ大学受験の最難関を突破するには、志望校をできるだけ早く絞り込み、合格に向けた対策をス
タートさせることが重要になる。そこでカギとなるのが、入試に関するさまざまなデータの分析。数字の背景を
読み解くことで、狙い目の大学が浮かび上がってくることもある。独自のデータ分析に基づく指導に定評のある
「東大螢雪会」の土井貴志教務部長に医学部入試データの読み解き方を伝授してもらおう。
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大学名 区分

2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 受験者数 1次
合格者数

2次
倍率

新卒 既卒
正規合格
者数①

繰上合格
者数②

最終合格
者数 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

日本大

一般
（A方式） 92 3,483

（1,296） ─ ─ ─ 173
（34）

20.1
（38.1）

111 107 96.4% 12 7 58.3%
一般

（N方式） 10 462
（175） ─ ─ ─ 12

（2）
38.5

（87.5）

日本医科大

一般
（前期） 100 2,541

（916）
289
（93）

101
（30） ─ ─ 25.2

（30.5）
105 94 89.5% 22 17 77.3%

一般
（後期） 21 1,131

（436）
141
（61）

21
（10） ─ ─ 53.9

（43.6）

北里大 一般 84 2,304
（898）

478
（172） 129 55 184

（70）
12.5

（12.8） 110 104 94.5% 8 6 75.0%

聖マリアンナ
医科大 一般 85 3,095

（1,347）
517

（204）
130
（30） ─ ─ 23.8

（44.9） 102 98 96.1% 16 12 75.0%

東海大 一般 65 4,037 391 82 43 125 32.3 109 92 84.4% 21 18 85.7%

金沢医科大

一般
（前期） 65 3,189

（1,116）
598

（223）
110
（50） 96 206 15.5

111 92 82.9% 20 13 65.0%
一般

（後期） 10 1,249
（526）

155
（56）

10
（5） 4 14 89.2

愛知医科大 一般 65 1,875
（677）

402
（112）

160
（50）

58
（20）

218
（70）

8.6
（9.7） 108 103 95.4% 21 14 66.7%

藤田医科大

一般
（前期） 90 1,953

（728） 372 223
（71）

30
（14）

253
（85）

7.7
（8.6）

108 99 91.7% 11 6 54.5%
一般
（後期） 5 689

（283） 62 5
（2）

7
（2）

12
（4）

57.4
（70.8）

大阪医科大

一般
（前期） 89 1,483

（523）
207
（64）

172
（58） ─ ─ 8.6

（9.0）
108 107 99.1% 26 18 69.2%

一般
（後期） 15 690

（252）
42

（11）
15
（3） ─ ─ 46.0

（84.0）

関西医科大

一般
（前期） 85 1,757

（651）
364

（142）
148
（59） ─ ─ 11.9

（11.0）
119 111 93.3% 21 17 81.0%

一般
（後期） 7 522

（220）
29
（9）

7
（1） ─ ─ 74.6

（220.0）

近畿大

一般
（前期） 65 1,570 241 125 ─ ─ 12.6

102 97 95.1% 13 6 46.2%
一般
（後期） 5 580 29 9 ─ ─ 64.4

兵庫医科大 一般 80 1,979
（775）

436
（176）

110
（41）

92
（42）

202
（83）

9.8
（9.3） 107 104 97.2% 11 11 100.0%

川崎医科大 一般 60 1,409
（523）

404
（156） ─ ─ ─ ─ 109 97 89.0% 13 9 69.2%

私
立
大
学

最
終
合
格
者
数
が
公
表
さ
れ
て
い
る
大
学
の
倍
率
（
＝
受

験
者
数
÷
最
終
合
格
者
数
）
は
、
慈
恵
医
大
が
6
・
9
倍
と

最
も
低
く
、
金
沢
医
大
（
後
期
）
が
89
・
2
倍
と
最
も
高
い
。

慈
恵
医
大
に
つ
い
て
は
、
倍
率
こ
そ
最
も
低
い
も
の
の
、

合
格
に
必
要
な
学
力
は
慶
應
大
に
次
い
で
高
い
と
さ
れ
て
お

り
、
倍
率
が
低
い
か
ら
合
格
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
金
沢
医
大
（
後
期
）
に
つ
い
て
は
、
募
集
人
数
が

10
名
と
少
な
い
上
に
、
そ
れ
ま
で
に
ど
の
大
学
に
も
合
格
で

き
な
か
っ
た
受
験
生
が
敗
者
復
活
を
か
け
て
こ
ぞ
っ
て
出
願

し
た
た
め
、
超
高
倍
率
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
学
科
試
験
が
英
語
と
数
学
の
み
で
あ
り
、
か
つ
数
学
に

つ
い
て
は
多
く
の
受
験
生
が
嫌
う
数
学
Ⅲ
の
範
囲
が
出
題
さ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
。

受
験
者
数
が
最
も
多
い
の
は
帝
京
大
。
そ
の
数
は
７
６
９
７

名
と
突
出
し
て
多
い
が
、
こ
れ
は
「
試
験
日
自
由
選
択
制
」

と
い
う
、
一
人
の
受
験
生
が
最
大
3
回
ま
で
学
科
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
2
回
以
上
受
験
し
た
場
合
は
そ
の
う
ち

の
一
番
良
い
成
績
で
合
否
が
判
定
さ
れ
る
入
試
制
度
を
採
用

し
て
お
り
、
志
願
者
数
が
延
べ
人
数
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

（
東
海
大
も
同
様
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は

最
大
2
回
ま
で
）。

▼
繰
上
合
格
者
数
は
各
校
で
基
準
が
異
な
る

な
お
、
繰
上
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
で
の
取
り
扱

い
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。
補
欠
者
の
う

ち
繰
上
合
格
の
対
象
と
さ
れ
た
受
験
生
の
数
を
繰
上
合
格
者

数
と
し
て
公
表
す
る
場
合
と
、
繰
上
合
格
の
対
象
と
な
っ
た

受
験
生
の
う
ち
、
入
学
の
意
思
を
表
明
し
た
受
験
生
の
数
を
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大学名 区分

2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 受験者数 1次
合格者数

2次
倍率

新卒 既卒
正規合格
者数①

繰上合格
者数②

最終合格
者数 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

福岡大 一般 70 2,608 379 125 19 144 18.1 100 83 83.0% 23 18 78.3%

久留米大 一般 85 1,871
（602）

394
（99）

137
（37）

31
（8）

168
（45）

11.1
（13.4） 104 86 82.7% 22 19 86.4%

産業医科大 一般 85 1,796 400 85 23 108 16.6 107 103 96.3% 8 6 75.0%

◉国公立大学医学部医学科
※倍率は、二段階選抜が実施されたときは志願者数÷合格者数。されなかったときは受験者数÷合格者数

大学名 区分
2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 二段階選抜
新卒 既卒

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

旭川医科大

一般
（前期） 40 437 372 43 8.7 ─

99 96 97.0% 10 6 60.0%
一般
（後期） 15 408 183 15 12.2 ─

北海道大 一般
（前期） 97 341 322 102 3.2 ─ 124 111 89.5% 15 9 60.0%

弘前大 一般
（前期） 65 534 461 65 7.1 ─ 135 125 92.6% 16 11 68.8%

東北大 一般
（前期） 110 401 322 110 3.6 実施 126 122 96.8% 11 7 63.6%

秋田大

一般
（前期） 55 400 209 56 7.1 実施

131 124 94.7% 13 8 61.5%
一般
（後期） 25 352 44 31 11.4 実施

山形大

一般
（前期） 75 332 284 75 3.8 ─

132 123 93.2% 7 4 57.1%
一般
（後期） 15 165 55 17 3.2 ─

筑波大 一般
（前期） 63 296 264 79 3.3 ─ 120 114 95.0% 2 1 50.0%

群馬大 一般
（前期） 73 196 178 79 2.3 ─ 124 113 91.1% 13 7 53.8%

千葉大

一般
（前期） 97 312 283 103 3.0 実施

100 95 95.0% 7 5 71.4%
一般
（後期） 20 367 76 20 18.4 実施

繰
上
合
格
者
数
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
で
補

欠
順
位
100
位
ま
で
を
繰
上
合
格
と
し
た
と
き
は
、
繰
上
合
格

者
数
を
100
名
で
あ
る
と
公
表
す
る
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合

は
100
名
の
う
ち
55
名
が
入
学
の
意
思
を
表
明
し
た
と
す
る
と
、

繰
上
合
格
者
数
は
55
名
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
繰
上

合
格
者
数
が
も
う
少
し
多
い
大
学
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
最
終
合
格
者
数
を
公
表
し
て
い
な
い
大
学
で
も
、
正

規
合
格
者
数
（
最
初
の
合
格
発
表
時
に
合
格
と
判
定
さ
れ
た

受
験
生
の
数
）
は
通
常
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
川
崎
医

大
は
そ
れ
す
ら
も
公
表
し
て
お
ら
ず
、
倍
率
が
不
明
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
11
〜
14
年
度
入
試
ま
で
は
最
終
合
格
者
数

を
公
表
し
て
お
り
、
倍
率
は
7
・
0
〜
12
・
4
倍
で
あ
っ
た
。

参
考
に
第
112
回
医
師
国
家
試
験
（
２
０
１
８
年
2
月
実
施
）

合
格
状
況
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
入
試
難
易
度
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
大
学
の
国
家
試
験
合
格
率
が
必
ず
し
も
高
い
わ
け

で
は
な
い
。
ご
く
一
部
の
相
当
学
力
が
高
く
、
進
学
先
を
選

ぶ
こ
と
の
で
き
る
受
験
生
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
受
験
生
は

各
大
学
の
国
家
試
験
合
格
率
を
意
識
し
て
受
験
校
を
選
ぶ
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
各
大
学
の
校
風
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考

え
て
出
願
す
る
こ
と
も
な
い
。
特
に
、
こ
れ
以
上
浪
人
で
き

な
い
と
追
い
込
ま
れ
て
い
る
受
験
生
は
、
各
大
学
の
試
験
日

程
と
自
ら
の
学
力
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
大
学

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
出
願
し
て
い
る
。

▼
不
正
入
試
問
題
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要

現
在
行
わ
れ
て
い
る
19
年
度
入
試
、
ま
た
そ
れ
以
降
の
入

試
の
見
通
し
で
あ
る
が
、
一
連
の
医
学
部
不
正
入
試
問
題
の

影
響
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
と

は
見
え
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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大学名 区分
2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 二段階選抜
新卒 既卒

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

東京大 一般
（前期） 97 450 378 98 4.6 実施 105 98 93.3% 15 10 66.7%

東京医科歯科大

一般
（前期） 82 344 313 91 3.8 実施

102 99 97.1% 5 3 60.0%
一般

（後期） 10 174 25 12 14.5 実施

新潟大 一般
（前期） 85 387 326 92 3.5 ─ 127 120 94.5% 16 8 50.0%

富山大

一般
（前期） 60 310 249 61 4.1 ─

103 96 93.2% 10 5 50.0%
一般

（後期） 20 331 130 30 4.3 ─

金沢大 一般
（前期） 84 356 255 86 4.1 実施 120 116 96.7% 5 4 80.0%

福井大

一般
（前期） 55 223 184 58 3.2 ─

116 106 91.4% 11 6 54.5%
一般

（後期） 25 466 80 26 17.9 実施

山梨大 一般
（後期） 90 1,256 338 104 12.1 実施 110 103 93.6% 13 10 76.9%

信州大 一般
（前期） 100 482 411 107 3.8 ─ 109 106 97.2% 11 7 63.6%

岐阜大

一般
（前期） 32 388 336 33 10.2 ─

106 101 95.3% 16 11 68.8%
一般

（後期） 35 898 185 37 24.3 実施

浜松医科大

一般
（前期） 75 248 213 75 2.8 ─

119 116 97.5% 6 4 66.7%
一般

（後期） 15 237 36 16 14.8 実施

名古屋大

一般
（前期） 90 285 263 95 2.8 ─

112 109 97.3% 12 4 33.3%
一般

（後期） 5 53 10 5 10.6 実施

三重大

一般
（前期） 75 398 325 76 5.2 実施

127 123 96.9% 8 6 75.0%
一般

（後期） 10 159 34 10 15.9 実施

滋賀医科大 一般
（前期） 75 446 393 75 5.2 ─ 108 103 95.4% 18 14 77.8%

京都大 一般
（前期） 102 333 320 106 3.1 実施 110 107 97.3% 9 4 44.4%

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
大
学
入
試
室
が
発

表
し
た
「
医
学
部
医
学
科
の
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
公
正
確

保
等
に
係
る
緊
急
調
査
最
終
ま
と
め
」
に
よ
る
と
、
不
適
切

な
事
案
が
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
い
る
私
立
大
学
は
、
岩
手
医

大
、
順
天
堂
大
、
昭
和
大
、
東
京
医
大
、
日
大
、
北
里
大
、

金
沢
医
大
、
福
岡
大
の
計
８
大
学
。
こ
の
う
ち
、
東
京
医
大

は
17
、
18
年
度
入
試
の
受
験
者
か
ら
追
加
合
格
を
行
っ
た
た

め
に
19
年
度
入
試
の
募
集
人
員
を
一
般
入
試
は
従
来
75
名
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
を
34
名
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
は
15

名
を
12
名
に
減
員
す
る
と
18
年
12
月
7
日
に
公
表
し
た
。
他

の
大
学
に
お
い
て
も
追
加
合
格
等
の
対
応
を
公
表
し
て
い
る

も
の
の
、
文
科
省
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
19
年
度
入
試
で
は

募
集
人
員
の
減
員
は
行
わ
れ
ず
、
そ
れ
以
降
の
入
試
で
行
わ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
終
ま
と
め
に
は
、「
不

適
切
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
事
案
」
と
し
て
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
大
の
事
案
、「
疑
惑
を
招
き
か
ね
な
い
事
案
」
と
し
て
9

事
案
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
不
適
切
な
事
案
で
あ
っ

た
と
認
め
る
大
学
が
出
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
見
て
、
受
験
生
が
ど
の
よ
う
に
反
応

す
る
の
か
を
正
確
に
見
通
す
こ
と
は
難
し
い
。
19
年
度
入
試

で
は
募
集
人
員
が
大
幅
に
減
員
さ
れ
た
東
京
医
大
に
出
願
す

る
受
験
生
は
減
る
可
能
性
が
高
い
が
、
医
学
部
進
学
を
希
望

す
る
受
験
生
そ
の
も
の
が
大
き
く
減
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
差
別
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
医
学
部
受
験

を
諦
め
て
い
た
受
験
生
が
再
度
挑
戦
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
か
え
っ
て
志
望
者
の
数
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
も
引
き
続
き
、
不
正
入
試
問
題
に

関
す
る
各
大
学
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
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大学名 区分
2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 二段階選抜
新卒 既卒

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

大阪大 一般
（前期） 100 239 222 96 2.5 実施 121 113 93.4% 6 1 16.7%

神戸大 一般
（前期） 92 290 257 92 3.2 実施 114 109 95.6% 14 8 57.1%

鳥取大

一般
（前期） 65 567 511 65 7.9 ─

99 96 97.0% 7 1 14.3%
一般

（後期） 20 375 170 20 8.5 ─

島根大 一般
（前期） 62 376 334 63 5.3 ─ 113 104 92.0% 7 3 42.9%

岡山大 一般
（前期） 98 295 277 103 2.7 ─ 112 110 98.2% 10 5 50.0%

広島大

一般
（前期） 75 494 444 76 5.8 ─

105 99 94.3% 8 5 62.5%
一般

（後期） 20 278 118 58 2.0 ─

山口大

一般
（前期） 60 337 286 62 4.6 ─

117 112 95.7% 16 9 56.3%
一般

（後期） 10 186 50 11 16.9 実施

徳島大 一般
（前期） 72 202 159 73 2.8 実施 108 98 90.7% 10 6 60.0%

香川大

一般
（前期） 59 249 214 60 3.6 ─

105 94 89.5% 13 10 76.9%
一般

（後期） 25 409 163 27 6.0 ─

愛媛大

一般
（前期） 40 171 136 41 3.3 ─

113 106 93.8% 13 11 84.6%
一般

（後期） 25 277 110 30 3.7 ─

高知大 一般
（前期） 55 294 203 57 5.2 実施 104 99 95.2% 13 7 53.8%

九州大 一般
（前期） 111 326 315 112 2.8 ─ 100 93 93.0% 9 5 55.6%

佐賀大

一般
（前期） 50 292 227 50 4.5 ─

94 90 95.7% 4 3 75.0%
一般

（後期） 10 280 31 11 25.5 実施

長崎大 一般
（前期） 76 518 349 88 5.9 実施 105 95 90.5% 10 6 60.0%

熊本大 一般
（前期） 95 319 290 96 3.0 ─ 105 101 96.2% 20 11 55.0%

国
公
立
大
学

表
中
の
合
格
者
数
は
、
繰
上
合
格
者
を
含
む
数
値
を
示
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
国
公
立
は
私
立
と
異
な
り
、
繰
上
合
格

者
数
は
極
端
に
少
な
く
、
10
名
を
超
え
る
こ
と
は
ま
ず
な
い

た
め
、
ほ
ぼ
正
規
合
格
者
数
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
二
段

階
選
抜
と
は
俗
に
〝
足
切
り
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、

志
願
者
数
が
各
大
学
の
設
定
し
て
い
る
二
段
階
選
抜
実
施
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結

果
に
よ
っ
て
各
大
学
の
個
別
試
験
（
い
わ
ゆ
る
2
次
試
験
）
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
受
験
生
を
選
抜
す
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
19
年
度
入
試
に
お
い
て
東
大
で
は
、
志
願
者
数

が
募
集
人
員（
97
名
）の
約
３
・
５
倍
を
超
え
た
場
合
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
段
階
選
抜
を
実
施
し
な

い
、
つ
ま
り
志
願
者
は
全
員
個
別
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
の

で
き
る
大
学
は
、
鳥
取
大
（
前
期
・
後
期
）、
広
島
大
（
後

期
）
の
み
で
あ
る
。

▼
二
段
階
選
抜
は
〝
隔
年
現
象
〞
の
傾
向

二
段
階
選
抜
に
つ
い
て
は
、
東
大
や
京
大
な
ど
毎
年
実
施

す
る
大
学
が
あ
る
一
方
で
、
一
年
お
き
に
競
争
率
が
変
動
す

る
〝
隔
年
現
象
〞
が
起
き
て
、
二
段
階
選
抜
を
交
互
に
実
施

す
る
大
学
が
あ
る
。
17
年
度
で
は
二
段
階
選
抜
を
実
施
せ

ず
、
18
年
度
で
は
実
施
し
た
大
学
、
す
な
わ
ち
19
年
度
入
試

で
は
二
段
階
選
抜
が
実
施
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
の
は
、

秋
田
大
（
前
期
）、
浜
松
医
大
（
後
期
）、
高
知
大
（
前
期
）、

長
崎
大
（
前
期
）、
鹿
児
島
大
（
後
期
）。
19
年
度
で
実
施
す

る
可
能
性
が
高
い
の
は
、
群
馬
大
（
前
期
）、
富
山
大
（
後

期
）、
福
井
大
（
前
期
）、
信
州
大
（
前
期
）、
熊
本
大
（
前

期
）、
福
島
医
大
（
前
期
）、
和
歌
山
医
大
（
前
期
）
で
あ
る
。
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大学名 区分
2018年度一般入試結果 第112回医師国家試験（2018年）合格状況

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 倍率 二段階選抜
新卒 既卒

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

大分大 一般
（前期） 65 342 152 65 5.3 実施 111 106 95.5% 18 11 61.1%

宮崎大

一般
（前期） 50 386 256 66 5.8 実施

120 107 89.2% 13 9 69.2%
一般

（後期） 20 376 60 22 17.1 実施

鹿児島大

一般
（前期） 69 328 293 70 4.2 ─

113 108 95.6% 17 9 52.9%
一般

（後期） 23 284 51 25 11.4 実施

琉球大

一般
（前期） 70 437 319 71 6.2 実施

116 106 91.4% 13 9 69.2%
一般

（後期） 25 381 141 26 14.7 実施

札幌医科大 一般
（前期） 75 366 321 76 4.2 ─ 109 102 93.6% 10 9 90.0%

福島県立医科大

一般
（前期） 67 311 265 76 3.5 ─

99 97 98.0% 9 6 66.7%
一般

（後期） 23 328 97 24 13.7 実施

横浜市立大 一般
（前期） 85 286 242 92 3.1 実施 84 82 97.6% 3 3 100.0%

名古屋市立大 一般
（前期） 70 599 529 74 7.1 ─ 93 89 95.7% 4 2 50.0%

京都府立医科大 一般
（前期） 100 288 270 100 2.7 ─ 106 93 87.7% 14 9 64.3%

大阪市立大 一般
（前期） 95 364 329 96 3.8 実施 96 93 96.9% 10 8 80.0%

奈良県立医科大

一般
（前期） 22 201 167 22 7.6 ─

107 106 99.1% 19 11 57.9%
一般

（後期） 53 929 336 59 15.7 実施

和歌山県立
医科大

一般
（前期） 79 226 200 81 2.5 ─ 108 103 95.4% 7 6 85.7%

防衛医科大学校 一般 85 6,622 5,931 336 17.7 ─ 77 73 94.8% 13 7 53.8%

※データ提供：東大螢雪会

た
だ
し
、
過
去
5
カ
年
く
ら
い
の
入
試
結
果
を
見
て
出
願
校

を
決
め
る
受
験
生
も
少
な
く
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
予
想
通

り
の
結
果
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

▼
地
方
の
国
公
立
は
Ａ
Ｏ
や
推
薦
枠
が
大
き
い

誌
面
の
都
合
に
よ
り
割
愛
し
て
い
る
が
、
各
大
学
の
18
年

度
の
定
員
は
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
110
〜
120
名
程
度
。
最
も
少

な
い
の
が
横
浜
市
立
大
の
90
名
、
最
も
多
い
の
が
筑
波
大
の

140
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
方
の
大
学
に
は
、
一
般
入
試
の
募

集
人
数
が
定
員
よ
り
も
相
当
少
な
く
な
っ
て
い
る
大
学
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
旭
川
医
大
で
は
定
員
117
名
に

対
し
、
一
般
入
試
の
募
集
人
員
は
前
期
40
名
、
後
期
15
名
の

計
55
名
。
残
り
の
定
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦

入
試
で
募
集
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
Ａ
Ｏ
入
試
北
海
道
特
別

選
抜
（
募
集
人
数
37
名
）
で
は
、
出
願
資
格
に
北
海
道
の
高

校
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
原
則
と
し
て
初
期
臨
床
研
修
を
旭

川
医
大
病
院
で
受
け
、
将
来
は
旭
川
医
大
が
行
う
北
海
道
の

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確
約
・
確
認
す
る
書
面
を
提

出
す
る
こ
と
、
な
ど
の
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

不
正
入
試
問
題
は
、
国
公
立
で
も
1
つ
の
事
案
が
指
摘
さ

れ
た
。
そ
れ
は
、
推
薦
入
試
（
地
域
特
別
枠
）
に
お
け
る
書

類
審
査
で
、
学
生
募
集
要
項
に
明
記
せ
ず
に
、
地
域
に
配
慮

し
た
配
点
を
行
っ
て
い
た
、
神
戸
大
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
と

は
い
え
国
公
立
で
あ
っ
て
も
一
連
の
問
題
に
よ
る
影
響
は
小

さ
く
な
い
と
い
う
見
方
が
濃
厚
だ
。
今
回
の
表
は
1
月
時
点

で
入
手
で
き
る
最
新
の
２
０
１
８
年
度
入
試
の
デ
ー
タ
で
作

成
し
て
い
る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
19
年
度
入
試
の
動
向

に
よ
っ
て
20
年
度
以
降
の
傾
向
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
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過
去
問
か
ら
始
め
、
ゴ
ー
ル
を
先
に
知
る

今
や
国
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、
簡
単
に
入
れ
る
医
学
部
は

ど
こ
に
も
な
い
。
そ
ん
な
医
学
部
に
合
格
す
る
た
め
の
秘
訣

を
お
伝
え
し
た
い
。

ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
受
験
期
間
が
実

は
1
年
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
4
月
中
旬
か
ら
学
習
を
開

始
し
た
と
し
て
、
翌
年
の
1
月
中
旬
に
は
医
学
部
入
試
が
ス

タ
ー
ト
す
る
の
で
、
実
質
は
9
カ
月
足
ら
ず
。
ま
ず
初
め
に

こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
お
か
な
い
と
当
然
時
間
が
足
り
な
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
受
験
勉
強
で
き
る
期
間
が
9
カ
月
し
か

な
い
こ
と
に
注
意
し
た
上
で
入
試
ま
で
の
計
画
を
立
て
、
学

習
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

次
に
学
習
法
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
す
る
。
一
般

的
な
受
験
生
の
学
習
パ
タ
ー
ン
は
、
春
か
ら
受
験
勉
強
を
開

始
し
、
夏
ま
で
に
基
本
事
項
を
一
通
り
学
習
し
、
秋
以
降
に

過
去
問
に
手
を
つ
け
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
れ
は
効
率
が
悪

い
。
学
習
効
率
を
劇
的
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
秘
策
は
、
過
去
問

か
ら
始
め
る
こ
と
で
あ
る
。
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
先
に
知
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
具
体

的
な
学
習
に
反
映
で
き
、
よ
り
効
果
的
に
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ゴ
ー
ル
を
先
に
知
る
こ
と
で
、
最
短
距

高
難
度
化
が
進
む
医
学
部
入
試
。
そ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
超
え
る
に
は
入
試
の
最
新
傾
向
を
把
握
し
た
上
で
の

対
策
が
カ
ギ
と
な
る
。
難
関
を
突
破
す
る
秘
訣
と
は

─
。
多
く
の
合
格
実
績
を
誇
る
東
西
の
医
学
部
予
備

校
が
解
説
す
る
。

離
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

受
験
期
こ
そ
学
力
伸
長
の
チ
ャ
ン
ス

一
通
り
の
学
習
を
習
熟
し
た
医
学
部
受
験
生
が
犯
す
最
後

の
過
ち
は
、
受
験
期
に
学
習
を
し
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
入
試
が
始
ま
る
と
、
連
日
の
受
験
で
目
が
回
り
、
ひ

た
す
ら
翌
日
に
備
え
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
受
験
生
が
非

常
に
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
最
後
の
学
力
伸
長
の
機
会

を
み
す
み
す
逃
す
こ
と
に
な
る
。
実
は
受
験
期
こ
そ
最
も
短

期
的
に
成
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
な
の
で
あ
る
。

医
学
部
入
試
で
は
、
異
な
る
大
学
で
あ
っ
て
も
、
同
一
年

度
で
似
た
問
題
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
が
各
科
目
に
お
い
て
よ

く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
各
大
学
医
学
部
が
問
題
作
成
の

際
、
他
の
大
学
医
学
部
の
最
新
の
入
試
問
題
（
す
な
わ
ち
前

年
度
に
出
題
さ
れ
た
問
題
）
を
重
点
的
に
研
究
す
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
当
然
で
あ
り
偶
然
の
現
象
で
は
な
い
。
こ
の
事

実
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
受
験
生
に
と
っ
て
、
先
の
日
程
で
出
題

さ
れ
た
医
学
部
入
試
問
題
は
、
後
の
日
程
で
実
施
さ
れ
る
別

の
医
学
部
入
試
の
最
良
の
対
策
問
題
に
な
り
う
る
。
し
た

が
っ
て
、
医
学
部
受
験
生
は
、
各
入
試
が
終
了
す
る
や
否

や
、
信
頼
に
値
す
る
解
答
速
報
を
用
い
、
し
っ
か
り
と
復
習

し
た
上
で
残
り
の
医
学
部
入
試
に
臨
む
必
要
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
医
学
部
入
試
が
他
学
部
と
異
な
る
点
と
し
て

は
、
面
接
や
小
論
文
な
ど
の
二
次
試
験
が
課
さ
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
昨
年
か
ら
東
京
大
で
も
面
接
が
復
活
し
、
今

や
日
本
の
医
学
部
で
面
接
試
験
を
課
さ
な
い
の
は
九
州
大
だ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
二
次
対
策
」
を
行
う
こ
と
が

医
学
部
合
格
の
カ
ギ
と
な
る
。

医
学
部
入
試
の
最
新
傾
向
の
1
つ
は
、Ｍ
Ｍ
Ｉ（m

ultiple 
m
ini interview

）
の
導
入
で
あ
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｉ
で
は
1
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
受
験
生
と
試
験
官
が
対
話
形
式
の
面
接

を
行
う
。
賛
否
両
論
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対

か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
形
式
や
グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
意
見

を
述
べ
る
形
式
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
慈
恵
医
大
、
東
邦

大
、
藤
田
医
大
な
ど
が
実
施
し
て
お
り
、
今
後
Ｍ
Ｍ
Ｉ
形
式

の
面
接
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｉ
形
式
の
面

接
で
は
、
一
般
的
な
面
接
対
策
は
通
用
し
な
い
。
面
接
対
策

と
し
て
準
備
し
た
質
問
の
答
え
を
披
露
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
一
夜
漬
け
の
事
前
準
備
や
小
手
先

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
通
じ
な
い
の
で
あ
る
。

医
学
部
合
格
へ
の
極
意
と
は

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
Ｙ
Ｍ
Ｓ
が
考
え
る
医
学
部

合
格
へ
の
極
意
を
最
後
に
お
伝
え
す
る
。
そ
れ
は
、
真
の
意

真
の
意
味
で
〝
医
師
の
資
質
を
高
め
る
〞

〈
解
説
〉医
学
部
専
門
予
備
校
Ｙ
Ｍ
Ｓ（
東
京
）

其
の
壱

匠
が
教
え
る

医
学
部
入
試

傾
向
と
対
策
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処
理
速
度
に
加
え
処
理
精
度
を
重
視

高
難
度
化
を
極
め
る
私
立
医
学
部
入
試
に
お
い
て
「
い
ま

受
験
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？  

こ
ち
ら
に
つ
い
て
直
近
の
出
題
傾
向
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。

私
立
、
国
立
を
問
わ
ず
問
題
文
の
分
量
増
加
は
全
国
的
な

流
れ
に
な
っ
て
い
る
（
特
に
英
語
と
理
科
）。
加
え
て
、
２
０ 

２
０
年
度
か
ら
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
る
た

め
問
題
文
の
長
文
化
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
問
題
文
の
長
文
化
と
い
う
と
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の

は
英
語
だ
が
（
慈
恵
医
大
、
日
大
医
学
部
な
ど
）、
実
は
理

科
の
問
題
も
長
文
化
傾
向
が
著
し
い
（
川
崎
医
大
な
ど
）。

総
じ
て
長
文
へ
の
対
応
力
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
限

ら
れ
た
時
間
内
で
大
量
の
文
字
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
取

捨
選
択
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
早
い
段
階
か
ら

日
本
語
で
あ
れ
、
英
語
で
あ
れ
、
長
文
に
触
れ
て
慣
れ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

早
く
正
確
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
訓
練
を

私
立
の
問
題
の
分
量
は
非
常
に
多
い
。
ま
た
、
解
答
は
記

述
形
式
か
ら
マ
ー
ク
形
式
や
穴
埋
め
形
式
へ
移
行
す
る
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
（
特
に
英
語
、
数
学
）。
受
験
生
の
増
加
に

味
で
医
師
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

机
上
の
受
験
勉
強
だ
け
で
は
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
実
際
に
自
ら
が
不
足
し
て
い
る
も
の
を
主
体

的
に
把
握
し
、
改
善
し
よ
う
と
行
動
に
移
す
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
受
験
勉
強
以
外
の
自
主
的
な
活
動
が
重
要
に
な

る
と
い
う
こ
と
だ
。

例
え
ば
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
調
査
し
て
自
主
研
究

を
行
っ
た
り
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
、
他
国
を
訪
れ
て
国
際
交
流
を

自
ら
実
行
し
た
り
す
る
中
で
、
探
求
心
や
奉
仕
の
精
神
、
協

調
性
な
ど
が
育
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
積
む
こ
と
で

医
師
と
し
て
の
資
質
が
培
わ
れ
、
人
間
的
な
成
長
も
期
待
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
学
習
意
欲
へ
繋
が
り
、
学
力
の

向
上
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
面
接
や
小
論
文
の
中
に
も

自
然
と
滲
み
出
て
き
て
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
こ
そ
が
究
極
の
医
学
部
受
験
対
策
で
あ
る
。

以
上
が
医
学
部
に
合
格
す
る
た
め
の
秘
訣
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
生
徒
一
人
で
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
。
手
前
味
噌
で
は

あ
る
が
Ｙ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
策
を
生
徒
と
共
に
実

施
し
、
一
人
で
も
多
く
の
受
験
生
に
医
学
部
へ
の
道
が
開
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

伴
う
採
点
作
業
の
大
幅
増
加
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
と
い

う
一
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
よ
り
客
観
性
を
強
化
す
る
と
い

う
意
図
も
汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
数
学
に
お
い
て
マ
ー
ク
形
式
や
穴
埋
め
形
式
で
は

「
部
分
点
」
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
日
頃
か
ら

「
理
解
す
る
」
だ
け
で
な
く
、「
理
解
し
た
こ
と
を
素
早
く
正

確
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
」
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
る
。

本
質
的
な
理
解
度
を
問
う

問
題
の
質
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
従
来
は
「
教
科
書
を
暗

記
し
て
知
識
を
増
や
す
」「
解
法
を
暗
記
し
て
類
似
問
題
に

当
て
は
め
る
」
と
い
っ
た
勉
強
で
医
学
部
入
試
は
十
分
対
応

で
き
た
が
、
徐
々
に
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え

ば
数
学
に
お
い
て
は
「
基
本
定
理
、
基
本
原
理
の
証
明
」「
公

式
の
成
り
立
ち
」
と
い
っ
た
、
受
験
数
学
で
基
礎
の
基
礎
と

な
る
部
分
を
あ
え
て
記
述
さ
せ
る
出
題
も
あ
る
（
藤
田
医

大
、
大
阪
医
大
）。
ま
た
、
理
科
に
お
い
て
は
「（
受
験
生
に

と
っ
て
）
馴
染
み
の
な
い
現
象
」
か
ら
の
出
題
が
明
ら
か
に

増
え
て
き
て
い
る
。
実
は
根
本
原
理
が
し
っ
か
り
理
解
で
き

て
い
れ
ば
難
問
で
は
な
い
の
だ
が
、
暗
記
に
頼
っ
た
勉
強
で

は
全
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
普
段
か
ら
教
科
書
の
コ
ラ
ム
、

そ
の
1  

受
験
期
間
は
9
カ
月
と
意
識
せ
よ
！

そ
の
2  

過
去
問
か
ら
始
め
よ
！

そ
の
3  

解
答
速
報
を
用
い
復
習
せ
よ
！

そ
の
4  

医
師
と
し
て
の
資
質
を
高
め
よ
！

医
学
部
合
格
の
秘
訣

問
題
の
長
文
化
へ
の
対
応
が
カ
ギ

〈
解
説
〉医
学
部
進
学
予
備
校
メ
ビ
オ（
大
阪
）

其
の
弐

匠
が
教
え
る

医
学
部
入
試

傾
向
と
対
策
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図
録
な
ど
を
活
用
し
て
「
身
の
周
り
の
現
象
が

な
ぜ
起
き
て
い
る
の
か
」
に
興
味
を
持
ち
、
理

解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

西
日
本
の
私
立
医
学
部
出
題
傾
向

入
試
問
題
の
ト
レ
ン
ド
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
西
日
本
に
は
従
来
通
り
の
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
出
題
を
続
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
兵
庫
医
大
、
川
崎
医
大
、
福
岡

大
医
学
部
、
久
留
米
大
医
学
部
が
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
関
西
医
大
は
す
べ
て
の
科
目

に
お
い
て
積
極
的
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
阪
医
大
、
近
畿
大
医
学

部
も
一
部
の
科
目
で
変
化
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
従
来

型
の
記
述
力
向
上
の
勉
強
に
加
え
て
、
情
報
処

理
能
力
や
本
質
論
の
理
解
力
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
な
勉
強
も
取
り
入
れ
、
両
面
突
破
を
狙
い
た

い
と
こ
ろ
だ
。

入
試
問
題
や
大
学
の
動
向
は
日
々
変
化
し
て

い
る
。
そ
こ
で
表
に
主
な
西
日
本
の
私
立
医
学

部
入
試
に
お
け
る
傾
向
を
ま
と
め
て
み
た
。
変

化
の
渦
中
で
と
に
か
く
受
験
生
は
最
新
の
情
報

に
振
り
回
さ
れ
や
す
い
。
た
だ
、
独
断
や
偏
見

は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。

最
短
ル
ー
ト
で
勝
利
を
勝
ち
取
る
た
め
に

も
、
自
分
に
と
っ
て
最
適
な
並
走
者
や
最
適
な

指
導
者
を
見
つ
け
、
ま
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

表　 西日本の主な私立医学部入試の傾向 
特徴は①記述形式が多い、②難易度は適正化

英語 数学 化学 生物 物理

愛
知
医
大

難易度 D ➡ D D ➡ D C ➡ C D ➡  C D ➡  C

形式 マーク式 記述式
（一部穴埋め）

記述式
（答えのみ） 記述式 記述式

（答えのみ）、穴埋め
出題
傾向

2年前から全てマーク形式
に変更 全問記述から一部穴埋めへ 問題数減少

（試験時間短縮による）
問題数減少

（試験時間短縮による）
問題数減少

（試験時間短縮による）

藤
田
医
大

難易度 D ➡ D D ➡ D C ➡ C C ➡ C D ➡ D

形式 マーク式＋記述式 マーク式＋記述式 記述式（答えのみ） 記述式 記述式（答えのみ）、
一部論述

出題
傾向

2年前から現在の形式に変
更。記述量は大幅に増加

去年は極端に易化。毎年難
易度に幅がある

計算ではなく思考力を問う
問題の割合が増加

大
阪
医
大

難易度 D ➡ D D ➡ D D ➡ D C ➡ C D ➡ D

形式 記述式 記述式 記述式（答えのみ）、
一部論述 記述式、穴埋め 記述式（答えのみ）、

一部論述

出題
傾向 変化なし 変化なし 常に目新しい題材が出題

最新のトピックよりも古典
的なこと。記述に文字制限
がない

分量が多く問題の難易度も
高め。処理力が必要

関
西
医
大

難易度 C ➡ C D ➡ D D ➡ D C ➡ D E ➡  D

形式 記述式だが記号解答が大半 穴埋め（一部記述） 穴埋め 記述式 記述式（途中経過あり）

出題
傾向 変化あり 変化なし リード文が生体関連である

ことが多い
近年、難易度が上昇。一行
記述ができたのも特徴

高難度の出題が続いていた
が、2018年度前期は解き
易い問題が増加

近
畿
大

難易度 C ➡ C C ➡ D C ➡ D C ➡ D C ➡ C

形式 マーク式 穴埋め、記述式 記述式（計算過程を記す） 穴埋め、記述式 穴埋め、記述式（答えのみ）

出題
傾向

後期試験の形式が前期試験
と同様に変化した 変化なし

計算量が非常に多くなり、
時間内に解くのが難しい傾
向に

最新のトピックを扱うこと
がある

答えに至る過程を書かせる
形式から、穴埋め完成式、
答えのみの記述式が増加

兵
庫
医
大

難易度 D ➡  C E ➡  D E ➡  D C ➡ D D ➡  C

形式 記述式 記述式 記述式（答えのみ）、
一部論述 記述式 記述式

出題
傾向

昨年度から分量が大幅に減
少 変化なし

最近解きやすい問題が増
加。それでもまだ難問が多
い

記述の分量が非常に多い。
選択問題も癖が強く取り組
みにくい

標準的な問題が多くなって
きている。ただ、分量が多
いので処理力が必要

川
崎
医
大

難易度 B ➡ B C ➡ C A ➡ B C ➡ C C ➡ C

形式 マーク式 マーク式 マーク式 マーク式 マーク式

出題
傾向 変化なし 変化なし 問題文の長文化が目立つ。

内容は平易
考察力が必要な実験問題が
出ることがあるが、難易度
は標準

難易度の変化はあまりない
が、現象を定性的に考えさ
せる問題が増加

久
留
米
大

難易度 B ➡ B C ➡ C C ➡ C C ➡ D B ➡ B

形式 マーク式、一部記述式 穴埋め 記述式（答えのみ）、
一部論述 記述式 記述式（答えのみ）

出題
傾向

会話問題が消えて長文内容
一致問題に置き換わった 変化なし 変化なし 数学的な問題（確率、数列）

などの出題が度々見られる 変化なし

福
岡
大

難易度 A ➡ A B ➡ C B ➡ C C ➡ C B ➡ C

形式 記号穴埋め、記述式 穴埋め、記述式 記述式（答えのみ） 記述式（用語） 選択式、記述式
（答えのみ）

出題
傾向

ここ2年は文法問題におい
て「当てはまらないもの」
を選ばせる形式に変化

変化なし
知識問題から思考力を問う
問題に中心がシフトしてき
ている

知識問題が多く、昔ながら
のオーソドックスな問題が
多い

思考力を問う問題が増加

A：易　　B：やや易　　C：標準　　D：やや難　　E：難
➡：難化　　➡：横ばい　　➡ ：易化
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学習方法を間違えているばかりに、
合格できるはずの生徒が合格できないままで
いるのが残念でなりません！
医学部人気が過熱する中、真摯に医学を志しながら、その道を踏み出
せないでいる方を何とかして救済したい、その思いから私たちは
2005年度に「医学部受験マンツーマン総合コース」（定員9名）を開設
し、その後13年連続して医学部生を輩出してきました。（入会時の学
力には一切制限を設けていません）

全授業をプロ講師によるマンツーマン形式で行う当コースには、例年、
浪人を何年か重ねてしまった方が比較的多く入会されます。そのよう
な方には、たいてい以下のような共通点が見られます。

①  授業の予習に追われて、復習が不十分になってしまう。
②  暗記に頼りがちになるなど、誤った学習法に陥ったままになってし
まう。

③  勘違いしていること、自分ではわかったつもりでいても理解が不十
分な事項が改善されず、そのままになってしまう。

④  問題演習の絶対量が不足している。

こうした状況に陥っていた方たちを救済するために、赤門会では特に
以下の2点を重視します。

◆  講義・演習・質問応対と併せて、講師の側から生徒に発問すること
で、生徒が正しく理解しているか、既習事項が定着できているかを
頻繁にチェックする。

◆  生徒が授業を受けっぱなしにしないよう、各科目「定着度確認テス
ト」（60分）を毎週実施し、授業の習熟度を短いスパンでチェック
していく。問題があれば即対応する。

成果として、直近10年では在籍66名中30名が医学部進学を果たしま
した。30名中24名は前年度1次合格実績がなく、3名の再受験生を除
くと、その方たちの浪人年数の平均は3.1です。
一般には年数をかけるほど学力上の伸びしろは少なくなってしまいが
ちです。それでも何浪していようが、努力の仕方を改善することで得
点力を伸ばすことは可能で、本番でその力を発揮すれば合格できるこ
とを前記の数字は立証しています。

合格体験記からの抜粋

いるのが残念でなりません！

東京都文京区本郷4-37-15
丸の内線・大江戸線「本郷三丁目」駅徒歩1分

http: //www.akamon-kai.co.jp
E-mail : info@akamon-kai.co.jp

 0120-002-412
資料請求・お問合せは今すぐお気軽に！

マンツーマン指導専門予備校

since 1970

植野 希さん
（茨城県・私立茨城高校卒）

進学先／愛知医科大学医学部医学科

濱田紘彰さん
（長野県・私立佐久長聖高校卒）

進学先／昭和大学医学部医学科

直近10年の医学部合格状況に関するデータ

実績なし
80％

実績あり
20％

▶ 最終合格者の
前年度1次合格実績の有無
 （あり6名、なし24名）

合格
86％

不合格
14％

▶ 前年度1次合格実績ありの方の
最終合否状況
 （7名中6名合格）

赤門会広告.indd   1 2019/01/24   13:56

「
集
団
授
業
で
は
成
績
が
伸
び
悩
み
ま
し
た
」

父
が
医
師
な
の
で
、
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
何
と
な
く
医
師
に
な

ろ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
、
社
会
の
レ

ポ
ー
ト
課
題
で
医
師
に
つ
い
て
調
べ
る
機
会
が
あ
り
、
学
ん
だ
こ

と
を
直
接
仕
事
に
生
か
し
、
か
つ
そ
れ
を
実
感
で
き
る
仕
事
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
、「
医
師
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
な
」
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

医
学
部
受
験
に
向
け
て
ち
ゃ
ん
と
対
策
を
始
め
た
の
は
一
浪
目

か
ら
で
す
。
高
校
時
代
は
特
に
熱
心
に
勉
強
す
る
こ
と
も
な
く
、

普
通
に
友
達
と
楽
し
み
な
が
ら
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

一
浪
目
に
通
っ
た
の
は
大
手
予
備
校
で
す
。
で
も
僕
に
と
っ
て
は

大
教
室
で
の
講
義
が
向
い
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
成
績
向
上
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
義
は
決
め
ら
れ
た
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
ん
で
い
き
ま
す
。
分
か
っ
て
い
る
部
分
は
そ
れ
で
も
よ
い

の
で
す
が
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
と
い
う
状
態
で
し
た
。

ま
た
分
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
自
分
で
そ
う
感
じ
て
い
る

だ
け
な
の
で
出
来
不
出
来
に
波
が
あ
り
ま
し
た
。
典
型
問
題
と
し

て
た
だ
解
き
方
を
覚
え
て
い
た
だ
け
で
、
少
し
変
化
球
の
問
題
が

出
て
く
る
と
途
端
に
で
き
な
く
な
る
。
根
本
的
に
理
解
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

徹
底
し
た
基
礎
固
め
が
合
格
へ
の
近
道
で
す

医
学
部
生
の

今
だ
か
ら
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス

習
熟
度
に
応
じ
た
勉
強
が
重
要

二
浪
目
は
少
人
数
ク
ラ
ス
の
医
系
予
備
校
で
し
た
が
、
集
団
授

業
だ
と
結
局
は
同
じ
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
予
定
通
り
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
に
は
あ
ま
り
新
鮮
味
が
な
く
、
こ

の
年
も
1
次
合
格
す
ら
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
三
浪

目
、「
こ
れ
が
最
後
」
と
決
め
た
年
に
赤
門
会
を
選
び
ま
し
た
。

一
浪
目
の
時
、
補
習
用
に
個
別
を
入
れ
よ
う
と
体
験
授
業
を
受
け

て
い
た
の
で
す
が
、「
個
別
は
大
変
だ
」
と
感
じ
て
申
し
込
み
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
「
も
う
後
が
な
い
」
と
な
っ
た
時
に
、

「
こ
こ
で
本
腰
を
入
れ
て
や
る
し
か
な
い
」と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

赤
門
会
で
は
、
主
要
4
科
目
に
つ
い
て
授
業
内
容
の
定
着
度
を

確
認
す
る
テ
ス
ト
が
毎
週
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
見
な
が
ら
、

で
き
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず
に
演
習
中
心

で
進
め
、
問
題
あ
り
の
と
こ
ろ
は
徹
底
的
な
基
礎
理
解
に
十
分
な

時
間
を
割
く
な
ど
、
ど
の
科
目
も
習
熟
度
に
合
っ
た
柔
軟
な
進
め

方
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
効
率
的
に
勉
強
で
き
ま
し
た
。

僕
の
場
合
は
化
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
コ
マ
数
を
厚
め
に
し
、

原
理
の
理
解
な
ど
基
礎
固
め
に
多
く
の
時
間
を
か
け
ま
し
た
。
先

生
を
質
問
攻
め
に
し
て
、
可
能
な
範
囲
で
授
業
時
間
を
延
長
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
物
理
に
関
し
て
は
、
後
期
ス

タ
ー
ト
の
頃
に
は
か
な
り
伸
び
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
時
に
先
生

と
物
理
に
ま
つ
わ
る
雑
談
の
よ
う
な
も
の
を
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
い
ま
の
医
学
部
の
授
業
で
も
「
こ
れ
赤
門
会
で
聞
い
た
こ

と
あ
る
な
」
と
い
う
話
題
が
結
構
あ
り
、
タ
メ
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
個
別
指
導
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

個
別
指
導
な
ら
質
問
が
し
や
す
い

受
験
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
基
礎
の
徹
底
」
が
合
格
へ
の
何
よ
り
の
近
道

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
赤
門
会
で
は
先
生
か
ら
「
な
ん
で
こ
の
答

え
に
な
っ
た
の
？
」
な
ど
と
逆
質
問
さ
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
質
問
に
は
、
基
本
的
な
こ
と
が
し
っ
か
り
理
解

で
き
て
い
な
い
と
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
生
と
の
や
り
と
り
を
通

じ
て
基
礎
を
し
っ
か
り
固
め
、
そ
の
う
ち
に
応
用
問
題
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
口
を
揃
え

て「
基
礎
が
大
事
」と
い
う
の
は
本
当
で
し
た
。

疑
問
点
に
つ
い
て
納
得
す
る
ま
で
質
問
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
、
個
別
指
導
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
質

問
し
や
す
い
こ
と
で
し
た
。
最
初
は
「
毎
日
個
別
は
ハ
ー
ド
だ
か

ら
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、「
合

格
す
る
に
は
個
別
で
し
っ
か
り
や
る
し
か
な
い
の
か
も
」
と
大
手

に
通
っ
て
い
た
途
中
か
ら
感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
す
。
集
団
授

業
と
個
別
指
導
で
は
そ
れ
ぞ
れ
人
に
よ
っ
て
相
性
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
し
集
団
で
う
ま
く
い
か
な
い
の
な
ら
、
思
い
切
っ
て
個

別
を
一
度
試
し
て
み
る
の
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

綿わ
た

引ひ
き

光こ
う

一い
ち

さ
ん
杏
林
大
学
医
学
部
1
年
次
在
籍

海
城
高
校
卒
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学習方法を間違えているばかりに、
合格できるはずの生徒が合格できないままで
いるのが残念でなりません！
医学部人気が過熱する中、真摯に医学を志しながら、その道を踏み出
せないでいる方を何とかして救済したい、その思いから私たちは
2005年度に「医学部受験マンツーマン総合コース」（定員9名）を開設
し、その後13年連続して医学部生を輩出してきました。（入会時の学
力には一切制限を設けていません）

全授業をプロ講師によるマンツーマン形式で行う当コースには、例年、
浪人を何年か重ねてしまった方が比較的多く入会されます。そのよう
な方には、たいてい以下のような共通点が見られます。

①  授業の予習に追われて、復習が不十分になってしまう。
②  暗記に頼りがちになるなど、誤った学習法に陥ったままになってし
まう。

③  勘違いしていること、自分ではわかったつもりでいても理解が不十
分な事項が改善されず、そのままになってしまう。

④  問題演習の絶対量が不足している。

こうした状況に陥っていた方たちを救済するために、赤門会では特に
以下の2点を重視します。

◆  講義・演習・質問応対と併せて、講師の側から生徒に発問すること
で、生徒が正しく理解しているか、既習事項が定着できているかを
頻繁にチェックする。

◆  生徒が授業を受けっぱなしにしないよう、各科目「定着度確認テス
ト」（60分）を毎週実施し、授業の習熟度を短いスパンでチェック
していく。問題があれば即対応する。

成果として、直近10年では在籍66名中30名が医学部進学を果たしま
した。30名中24名は前年度1次合格実績がなく、3名の再受験生を除
くと、その方たちの浪人年数の平均は3.1です。
一般には年数をかけるほど学力上の伸びしろは少なくなってしまいが
ちです。それでも何浪していようが、努力の仕方を改善することで得
点力を伸ばすことは可能で、本番でその力を発揮すれば合格できるこ
とを前記の数字は立証しています。

合格体験記からの抜粋

いるのが残念でなりません！

東京都文京区本郷4-37-15
丸の内線・大江戸線「本郷三丁目」駅徒歩1分

http: //www.akamon-kai.co.jp
E-mail : info@akamon-kai.co.jp

 0120-002-412
資料請求・お問合せは今すぐお気軽に！

マンツーマン指導専門予備校

since 1970

植野 希さん
（茨城県・私立茨城高校卒）

進学先／愛知医科大学医学部医学科

濱田紘彰さん
（長野県・私立佐久長聖高校卒）

進学先／昭和大学医学部医学科

直近10年の医学部合格状況に関するデータ

実績なし
80％

実績あり
20％

▶ 最終合格者の
前年度1次合格実績の有無
 （あり6名、なし24名）

合格
86％

不合格
14％

▶ 前年度1次合格実績ありの方の
最終合否状況
 （7名中6名合格）

赤門会広告.indd   1 2019/01/24   13:56



「
医
師
に
な
り
た
い
」は
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢

本
当
に
小
さ
い
頃
か
ら
「
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
直
接
自
分
の
手
で
人
の
命
を
救
う
と
い
う
の
は
、

何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
よ
く
小

さ
い
頃
の
夢
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
言
い
ま

す
が
、
私
に
関
し
て
は
、
ほ
か
の
職
業
に
目
を
移
す
と
い
う
の
は

一
切
な
く
、
ひ
た
す
ら
医
師
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
師
の
仕
事
に
つ
い
て
本
を
読
ん
だ
り
調
べ
た
り
す

る
に
つ
れ
て
、
責
任
の
重
さ
が
徐
々
に
分
っ
て
き
ま
し
た
。
か
な

り
の
重
労
働
で
長
時
間
労
働
の
職
場
も
多
い
と
い
う
こ
と
も
知

り
、「
こ
れ
は
甘
い
仕
事
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
相
当
ハ
ー
ド
だ
ぞ
」
と

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の
職
業
は
考
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
以
前
よ
り
も
現
実
的
に
自
分
の
将
来
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
医
師
に
な
る
た
め
の
心
構
え
が
（
今
で
も
全
然

足
り
ま
せ
ん
が
）少
し
ず
つ
で
き
て
き
た
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

医
師
を
目
指
す
人
に
は
何
よ
り
、「
医
師
に
な
る
と
い
う
揺
る

ぎ
な
い
決
意
」
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
は
、

そ
う
し
た
固
い
決
意
を
持
つ
人
が
周
り
に
大
勢
い
て
、「
や
っ
ぱ

り
そ
う
い
う
気
持
ち
っ
て
大
事
だ
よ
ね
」と
、確
信
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
学
力
を
自
分
で
納
得
す
る
こ
と
が
大
切

私
が
行
っ
た
高
校
は
、
県
内
上
位
の
公
立
高
校
だ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
難
関
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
成
績
は
、
学
年
で
真

一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
予
備
校
の
雰
囲
気
が
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た

医
学
部
生
の

今
だ
か
ら
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス

ん
中
よ
り
少
し
上
く
ら
い
。
東
大
を
目
指
す
人
や
、
医
学
部
志
望

の
人
も
い
ま
し
た
。
で
も
公
立
の
伝
統
校
な
の
で
、
先
生
た
ち
に

「
勉
強
し
ろ
」
と
強
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

言
わ
れ
な
く
て
も
「
や
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
み
ん
な
感
じ
て
い
た
の

で
、「
あ
る
程
度
」か
ら「
す
ご
く
」ま
で
人
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
っ

て
も
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
思
う
の
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
「
自

主
的
に
勉
強
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
か
ら
言
わ
れ
て
や
ら
さ
れ
た
勉
強
で
は
長
続
き
し
ま
せ

ん
。
勉
強
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
に
は
、「
自
分
は

将
来
こ
う
な
り
た
い
」、
だ
か
ら
「
こ
の
く
ら
い
の
学
力
が
必
要

な
ん
だ
」と
自
分
で
納
得
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

国
公
立
合
格
の
カ
ギ
は
セ
ン
タ
ー
の
文
系
攻
略

私
の
家
は
両
親
が
医
師
で
は
な
い
「
普
通
の
家
」
な
の
で
、
国

公
立
し
か
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、（「
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
）
合
格
す
る
ま
で
何
年

も
か
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
得
点
率
85
％
以
上

と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
国
語
や

地
歴
公
民
で
も
全
受
験
生
の
平
均
を
か
な
り
上
回
ら
な
い
と
い
け

な
い
わ
け
で
す
。
幸
い
私
は
国
語
が
け
っ
こ
う
得
意
だ
っ
た
の

で
、
国
語
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
か
け
ず
に
済
み
ま
し

た
。「
国
語
と
地
歴
公
民
で
も
し
っ
か
り
点
を
稼
ぐ
」
と
い
う
の

が
国
公
立
合
格
へ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
親
に
な
る
べ
く
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
」
と
一
浪
目
は
い
わ

ゆ
る〝
宅
浪
〞で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
無
駄
な
回
り
道
で
し
た
。

1
人
だ
け
の
勉
強
で
は
、
今
自
分
が
ど
の
く
ら
い
の
学
力
レ
ベ
ル

ま
で
来
た
の
か
と
い
う
の
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
模
擬
試
験

を
受
け
て
も
日
々
の
勉
強
の
中
で
学
力
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

「
目
標
を
叶
え
る
に
は
人
の
助
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

結
局
医
学
部
専
門
予
備
校
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
医
学
部
を
目

指
す
と
い
う
同
じ
目
標
を
持
っ
た
人
た
ち
と
毎
日
共
に
勉
強
す
る

の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
そ
れ
に
私
の
通
っ
た
医
進
塾
は
少

人
数
制
の
授
業
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
質
問
し
や
す
か
っ
た
し
、

先
生
た
ち
も
医
学
部
の
入
試
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の

で
、
的
確
な
指
導
を
受
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

志
望
校
を
決
め
る
と
き
に
は
、
受
験
生
そ
れ
ぞ
れ
の
各
教
科
の

得
意
不
得
意
や
問
題
と
の
相
性
を
踏
ま
え
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。
長
い
受
験
生
活
で
は
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
医
進
塾
の
先
生
や
仲
間
と
話
す
こ
と
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
大
き
な
目
標
を
叶
え
る
に
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
は

な
く
人
の
助
け
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
医
学
部
で
の
勉
強

は
大
変
で
す
が
、
将
来
多
く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

吉よ
し

羽ば

友ゆ

美み

恵え

さ
ん
山
形
大
学
医
学
部
医
学
科
2
年
次
在
籍

埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
校
卒
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医
学
部
受
験
を
知
り
尽
く
し
た
講
師
陣

ク
エ
ス
ト
は
１
９
９
３
年
、
大
手
予
備
校
出
身
の
実
力
派

講
師
が
集
ま
り
開
校
し
た
。
数
年
は
東
大
専
門
塾
と
し
て
東

大
を
目
指
す
受
験
生
を
対
象
に
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
開
校

当
初
か
ら
高
い
合
格
率
を
毎
年
達
成
し
た
こ
と
で
、
受
験 

生
の
能
力
を
効
率
的
に
伸
ば
す
指
導
法
が
評
判
を
呼
び
、

２
０
０
３
年
か
ら
は
医
学
部
予
備
校
の
看
板
も
掲
げ
る
。
18

年
度
の
医
学
部
最
終
合
格
者
は
延
べ
70
人
。
在
籍
者
は
75
人

程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
驚
異
的
な
実
績
を
誇
る
。

ク
エ
ス
ト
の
主
な
特
徴
は
、
①
医
学
部
受
験
を
知
り
尽
く

し
た
講
師
陣
、
②
塾
長
に
よ
る
生
徒
・
保
護
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
③
事
務
ス
タ
ッ
フ
・
チ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
手
厚
い
ケ
ア

│
の
3
つ
。

授
業
は
大
手
予
備
校
出
身
で
医
学
部
受
験
に
精
通
し
た
ベ

テ
ラ
ン
講
師
陣
が
担
当
す
る
。
教
科
別
に
レ
ベ
ル
を
4
つ
に

分
け
、
1
ク
ラ
ス
最
大
25
人
ま
で
の
少
人
数
制
を
導
入
。
数

学
・
英
語
・
理
科
の
基
幹
科
目
は
さ
ら
に
細
分
化
し
、
分
野

ご
と
の
ク
ラ
ス
分
け
と
な
る
。
授
業
は
対
話
を
重
視
し
た
演

習
主
体
の
ス
タ
イ
ル
で
、
生
徒
の
達
成
度
を
確
認
し
な
が
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
1
校
舎
の
み
の
た
め
生
徒
と
講
師
の
距
離
が
近
く
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
質
問
で
き
る
環

境
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
講
師
は
生
徒
が
質
問
を
真
に
理
解

す
る
ま
で
付
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
発
展
形
に
ま
で
話

を
広
げ
、
さ
ら
な
る
理
解
の
向
上
を
促
す
。
ク
エ
ス
ト
講
師

陣
の
口
癖
は
「
生
徒
が
分
か
っ
た
と
言
っ
て
か
ら
が
勝
負
」。

画
一
的
な
マ
ス
プ
ロ
教
育
と
は
一
線
を
画
し
、
と
こ
と
ん
個

人
と
向
き
あ
う
こ
と
で
、「
分
か
る
」
を
「
で
き
る
」
に
す
る

ま
で
徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
て
い

く
指
導
法
が〝
ク
エ
ス
ト
流
〞だ
。

こ
の
ほ
か
、
難
関
医
学
部
受

験
や
苦
手
克
服
へ
の
対
応
と
し

て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
個
別
指
導

も
用
意
し
て
い
る
。
個
別
指
導

は
基
幹
科
目
に
加
え
、
国
語
、

地
理
公
民
、
面
接
、
小
論
文
も

対
象
と
し
て
い
る
。
個
別
指
導

と
少
人
数
制
授
業
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な

指
導
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
と
い
う
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

塾
長
が
生
徒
・
保
護
者
に
直
接
ア
ド
バ
イ
ス

ク
エ
ス
ト
な
ら
で
は
の
特
徴
と
言
え
る
の
が
、
長
原
正
和

塾
長
に
よ
る
面
接
・
面
談
・
指
導
（
左
頁
写
真
）
だ
。
長
原

塾
長
は
開
成
高
校
か
ら
東
大
文
Ⅰ
に
入
学
し
、
卒
業
後
に
医

師
を
目
指
し
て
理
系
に
再
入
学
し
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち

主
。
自
身
の
豊
富
な
受
験
経
験
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
は
何

よ
り
も
説
得
力
が
あ
る
。
ク
エ
ス
ト
で
は
、
生
徒
全
員
が
長

原
塾
長
に
よ
る
親
子
面
接
を
経
て
入
塾
す
る
形
を
と
っ
て
い

る
。
長
原
塾
長
は
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

「
教
育
は
医
療
と
似
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
1

人
1
人
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
方
法
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
現
在
の
診
断
＝
学
習
状
況
の
把
握
が

重
要
に
な
る
の
で
、
保
護
者
の
方
も
交
え
た
面
接
を
必
ず
実

施
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
英
語
と
数
学
の

習
熟
度
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
欠
け
て
い
る
の
は
ど
こ
な
の

脳科学に基づいた
演習主体の授業で合格に導く、
アットホームな
医学部予備校「クエスト」
医学部予備校としての歴史は十数年ながら、2018年度入試では延べ70人の医学部最終合格者を輩出し、注
目を集めているのが、東京・新宿にある医学部&東大専門塾「クエスト」。生徒の「分かる」を「できる」に変え
ていく、脳科学や認知心理学に基づいた学習法とは一体どんなものなのか。その秘訣に迫る──。

注目予備校レポート
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す
」（
長
原
塾
長
）

例
え
ば
英
単
語
の
学
習
で
は
、
必
須
単
語
３
０
０
０
を
3

段
階
に
分
け
、
習
熟
度
が
低
い
生
徒
に
は
最
初
の
１
０
０
０

を
徹
底
的
に
覚
え
さ
せ
る
。
確
認
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
、
手

続
き
記
憶
を
強
化
す
る
。
こ
れ
は
数
学
も
同
様
だ
と
い
う
。

で
き
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」

化
す
る
。
写
真
を
撮
影
し
て
貼
り
付
け
た
〝
ア
ル
バ
ム
〞
と

呼
ば
れ
る
も
の
を
何
度
も
見
返
す
手
法
を
取
り
入
れ
、
同
じ

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

受
験
生
活
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

ク
エ
ス
ト
で
は
地
方
か
ら
上
京
し
、
下
宿
し
て
受
験
勉
強

に
励
ん
で
い
る
生
徒
も
多
い
こ
と
か
ら
、
生
活
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
も
重
視
し
て
い
る
。
80
人
弱
の
生
徒
数
の
た
め
、
講
師
陣

だ
け
で
な
く
事
務
ス
タ
ッ
フ
と
も
顔
の
見
え
る
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
少
人

数
制
予
備
校
に

あ
り
が
ち
な
人

間
関
係
の
悩
み

に
つ
い
て
も
、

気
配
り
の
利
く

ス
タ
ッ
フ
が
い

つ
で
も
気
軽
に

相
談
に
乗
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
作
り

を
心
が
け
、
勉

強
に
集
中
で
き

か
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
学
習

計
画
を
立
て
、
受
験
勉
強
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
」

入
塾
後
も
定
期
的
に
生
徒
と
面
談
し
、
適
宜
学
習
計
画
を

練
り
直
す
。
保
護
者
面
談
も
年
3
回
以
上
実
施
し
、
生
徒
の

生
活
面
ま
で
含
め
た
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

小
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し〝
手
続
き
記
憶
〞を
強
化

小
テ
ス
ト
を
何
度
も
繰
り
返
す
演
習
主
体
の
授
業
ス
タ
イ

ル
は
、
長
原
塾
長
が
脳
科
学
や
認
知
心
理
学
の
知
見
を
基
に

生
み
出
し
た
も
の
だ
。

「
受
験
勉
強
に
お
い
て
は
潜
在
記
憶
、
中
で
も
『
手
続
き

記
憶
』
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
問
題
を
解
く
と
き
に
す
っ
と

手
が
動
く
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
〝
身
体
が
覚
え
て
い
る
〞
と

い
う
感
覚
で
す
。
手
続
き
記
憶
を
強
化
す
る
た
め
に
脳
科
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
習
方
法
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で

る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
ク
エ
ス
ト
卒
業
生
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が

「
チ
ュ
ー
タ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
」

と
い
う
声
。
チ
ュ
ー
タ
ー
は
現
役
医
学
部
生
で
多
く
が
ク
エ

ス
ト
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
。
年
齢
も
生
徒
に
近
く
、
数
年
後
の
自

分
の
姿
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
身
近
な
目
標
と
い
え
る

存
在
だ
。
チ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
は
実
体
験
に
基
づ
い
た
受
験
情

報
に
加
え
、
医
学
部
で
の
生
活
や
勉
強
に
つ
い
て
の
話
を
聞

く
こ
と
も
で
き
る
。

長
い
受
験
生
活
で
は
、
成
績
が
伸
び
悩
ん
だ
り
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
時
、

1
人
1
人
に
向
き
あ
い
、
家
族
の
よ
う
な
手
厚
い
ケ
ア
を
し

て
く
れ
る
事
務
ス
タ
ッ
フ
や
チ
ュ
ー
タ
ー
の
存
在
は
、
と
て

も
重
要
に
な
る
。

「
私
自
身
も
受
験
生
活
で
色
々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
の
悩
み
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

困
っ
た
時
は
い
つ
で
も
相
談
に
乗
れ
る
環
境
が
ク
エ
ス
ト
に

は
あ
り
ま
す
。
少
人
数
制
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
で
、
合
理
的
な
学
習
方
法
を
通
じ
、
生
徒
の
能
力

を
最
大
限
に
伸
ば
す
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
長
原
塾
長
）

●医学部受験を知り尽くした講師陣
大手予備校で長年ノウハウを蓄積してきたベテラン講師陣
が授業を担当。授業方針は基本的な知識や解き方を徹底し
て身につけさせる、いわば正攻法。少人数制ならではの生
徒1人1人に目が届くきめ細やかな授業を通じ、質問には
とことん付きあうなど確実に「できる」ようになるまで講
師陣が全力で指導する。

●塾長が生徒や保護者に直接アドバイス
クエストでは、塾長による親子面接を経て入塾。1年間責
任を持って生徒を預かるために必要なプロセスと考えてい
る。入塾後も定期的に塾長と生徒が面談し、学力の進捗状
況を把握、学習計画を立案した上で総合的なアドバイスを
行う。必要に応じて父母面談を実施するなど、生活面まで
含めた話し合いの場を設け、受験生活に寄り添う。

●事務スタッフ・チューターの手厚いケア
アットホームな雰囲気を大切にし、気軽に何でも相談でき
る事務スタッフが受験生活をサポートする。チューターは
現役医学部生が担当し、受験のアドバイスや医学部生活の
話などを聞くことができる。年齢の近いチューターは心の
支えになるとともに身近な目標としてモチベーションアッ
プにもつながる。

塾長面談（無料）随時実施
まずはお問い合わせください

医学部＆東大専門塾 
クエスト

〒160-0023　
東京都新宿区西新宿7-23-13
クエストビル

☎03 - 5389 - 7727
https:// www.net-quest.jp/

クエスト　医学部 検索

クエスト　3つの特色
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